
新年明けましておめでとうございます。

日頃より当院の地域医療連携業務にご理解、ご協力を賜り深く感謝申し上げます。

今年度も引き続き地域住民の皆様が安心して治療・療養できますよう、地域病院としての役割を果たして

参りたいと思います。

今後も変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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❖テーマ❖
利用者が望む在宅生活を考える
～医療と介護 顔の見える関係で切れ目のない支援を～

❖講 師❖
原田 トワ子 様
指定居宅介護支援事業所南相馬市社会福祉協議会
鹿島区事業所管理者兼主任介護支援専門員

研修会には南相馬市・相馬市・新地町の医療・福祉・介護・行政関係者等94名の方々

にご参加いただきました。

原田さんから、利用者は、入院により状態が変わってしまった場合、自宅に帰ることで

家族へ迷惑をかけてしまうのではないか、また、受け入れる家族も自宅での生活を支えて

いけるのか不安を抱えていること等ご講義いただきました。

地域住民の方々がこの地域で最後まで安心して望む生活を送るためには、医療と介護

関係者が、顔の見える関係を強く、広く、太くしていく事が重要である事もお話しいただき、

参加者からは「利用者の望む生活を支援することの大切さを感じた」「顔の見える関係を

築くことが大切と改めて感じた」との意見が聞かれました。また、「医療と介護が同じ研修

会で意見を交換できるのはとても良いことだと思った」との感想もいただきました。

住み慣れたこの地域で安心、安全な生活が送れるよう、

今後も関係機関の方々と情報共有させていただき、

地域の在宅医療を推進して参りたいと思います。


